
  

 

 

学校教育目標 秩序と活気ある子どもの育成 
～落ち着いた心と態度で生き生きと活動する子ども～ 

大久保小学校では、きまりやルールをきちんと守り、落ち着いた心と態度で生活しながら、授業

や遊びにおいて、活気に満ち、生き生きと活動する子どもを育てることを教育目標としています。

めざす子どもの姿は、「か」賢い子、「が」がんばる子、「や」優しい子、「き」協力する子です。 

４月７日の１学期始業式では、大久保小学校の一人一人が「かがやき」のある人になれるよう、

次のような話をしました。１年間、いろいろなことにチャレンジして、一人一人がぴっかぴかに輝

いてほしいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１４日（日）は「ふれあい運動会」（9:00入場行進・開会式） 

５月１４日（日）は大久保小学校のふれあい運動会です。昨年度は新型コロナウイルス感染症に

よる感染防止のため、入場者数を制限させていただきましたが、今年度は入場者の制限をせずに、

保護者、ご来賓、地域の皆様にご参加いただいて実施します。子どもたちの輝く姿をぜひ見に来て

ください。当日は、９時からの半日開催（お弁当なし）となります。地域種目については、申し訳

ありませんが今年度は実施いたしません。皆様のご理解、ご協力の程、よろしくお願いいたします。 
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（か）かしこい子 

かしこい子になりましょう。そのためには、「考える」ことが大切です。学習するときも、友達

と遊ぶときも、「考える」ことはとても大切なことです。そして考えたことは友達にも、先生にも、

しっかり伝えましょう。そうすると、きっと友達や先生は、あなたの考えに対して、何か答えて

くれます。それはあなたの考えを大切にしてくれている証拠です。だから、今度は自分が考える

ときと同じくらい、友達の考えもよく聞きましょう。かしこい子になるためには、「考えること」

「伝えること」「よく聞くこと」が大切です。 

（が）がんばる子 

がんばる子になりましょう。そのためには、「目標をもつ」ことが大切です。何でもいいのです。

勉強でもいい。運動でもいい。家のお手伝いでもいい。大事なことは、その目標に向かって努力

すること。これを忘れてはいけません。がんばる子になるためには、「目標をもって努力するこ

と」が大切です。 

（や）やさしい子 

やさしい子になりましょう。そのためには、「友達の気持ちになる」ことが大切です。こんなこ

とを言うと、友達は嬉しいだろうな。逆に、こんなことをすると、友達は悲しむだろうな。やさ

しい子になるためには、「友達の気持ちになること」が大切です。 

（き）協力する子 

協力する子になりましょう。そのためには、「力を合わせる」ことが大切です。学校では、一人

でがんばるときもあるけれど、みんなの力を合わせるときがたくさんあります。みんなの力を合

わせると、自分一人ではできないことができる。みんなで力を合わせると、できたときの喜びが

みんなの分だけ、いっぱいになります。協力する子になるためには、「みんなで力を合わせるこ

と」が大切です。 

大久保小学校一徳運動・・・気持ちのこもったあいさつと言葉遣いをしよう 


